　2007.8藤咲整形外科医院だより　　痛み止め　

　藤咲整形外科で処方する、鎮痛剤についての、情報をお知らせします。院長の私的な意見であり、学会の決まりや薬品業界の統一した意見とは異なる場合があります。

　ボルタレン　薬剤名　ジクロフェナク　

　錠剤は、効果、効果発現の速さ、とも、もっともすぐれます。腎臓の機能に影響することがあり、長期にわたって飲み続けることは控えます。錠剤以外に、座薬、軟膏、テープ剤とそろっていて、使い勝手の良い薬です。

　ロキソニン　薬剤名　ロキソプロフェン

　錠剤は、効果でボルタレンに迫ります。鎮痛効果のほか、抗炎症作用もバランスよく持ち、外傷、変形性関節症などのほか、風邪ののどの痛みなどにも、処方されます。

　ロルカム　薬剤名　ロルノキシカム

　錠剤は、効果発現までの時間が短く、外傷など、当座の鎮痛効果のために賞用されます。

　ハイペン　薬剤名　エトドラク

　錠剤は、比較的持続時間が長く、1日2回の内服でよく、バランスの良い鎮痛、消炎効果とあいまって、日中は内服しづらいときに、便利に用いられます。効果を期待して、1日3回で飲むこともあります。

　モービック　薬剤名　メロキシカム

　慢性化した痛みを抑えるのに適します。1日2回の内服で、ほぼ24時間の効果があります。
　ノイロトロピン　

　注射剤、錠剤があります。慢性化した痛みに効果があります。消化器症状が少ないのが利点です。

　リンラキサー　薬剤名　塩酸エペリゾン

　筋緊張性の症状に使われます。ほかにも、筋弛緩剤として、テルネリン、ミオナールなどの薬剤があります。いずれの薬剤も、副作用として、眠気が知られていますが、睡眠薬とは別物です。他の鎮痛剤と併用できる点が便利です。

　ソランタール　薬剤名　塩酸チアラミド

　喘息をもっている方へ処方します。発作につながる可能性を否定はできないので、喘息の方への処方は慎重を期します。

　内服を中心に、当院で扱っている鎮痛剤の紹介をしました。聞き及びのある薬があったことと思います。ほかに痛み止めのことで気になることがあれば、お尋ねください。できれば、薬を飲まずにいられる元気な体が理想ですが、一定期間飲むことによって、得られるものの方が多いこともあります。

薬は、飲む方と処方する側との二人三脚です。もらったけど我慢して飲まなかった、というのは、たまに耳にすることです。薬をお出しする立場としては、「我慢できる程度の痛みであったか」という安堵の気持ちと、「我慢せずに飲んだら楽であったろうに」という、いささか残念な気持ちの入り混じった、複雑な気分になります。

皆様お体大切に。
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